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P���2～�6■�美浜発電所3号機の再稼働にかかる理解と協力の
　�要請について同意

鬼は～外！
福は～内♪

P���8～11■�特集：空家について考えよう
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小澤首席調整官同席のもと、ウェブ会議で梶山経済産業大臣と会談する戸嶋町長

美
浜
発
電
所
3
号
機
の
再
稼
働
に
か
か
る

理
解
と
協
力
の
要
請
に
同
意

　戸嶋町長は、経済産業省資源エネルギー庁小澤首席調整官の同席のもと、２月

12日に行われた梶山経済産業大臣との会談により、再稼働にかかる判断に必要な

要件が揃ったとして、15日に行われた竹仲議長への報告をもって、国からの美浜発

電所３号機の再稼働にかかる理解と協力の要請について同意を表明しました。

　即日、経済産業省資源エネルギー庁保坂長官に同意する旨を伝えるとともに、県

庁へ出向き、杉本知事に報告しました。

●�

住
民
説
明
会
や
広
報
等
を
通
し
て
、
町
民
理
解
が

深
ま
り
、
民
意
を
代
表
す
る
町
議
会
の
同
意
が
得

ら
れ
た
こ
と(

令
和
2
年
12
月
18
日
　
議
会
同
意)

●��

安
全
最
優
先
と
し
た
国
や
関
西
電
力
に
よ
る
安
全

性
向
上
対
策
及
び
防
災
対
策
、
な
ら
び
に
、
信
頼

回
復
へ
の
取
り
組
み
が
確
認
で
き
た
こ
と

　(

〜
令
和
3
年
2
月)

●��

関
西
電
力
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
振
興
等
に

対
す
る
具
体
的
か
つ
誠
意
あ
る
取
組
姿
勢
が
確
認

で
き
た
こ
と(

令
和
3
年
2
月
10
日
　
要
望
回
答
）

●��

国
に
よ
る
地
域
振
興
や
地
域
共
生
の
あ
り
方
、
こ

れ
か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
つ
い
て
、
町
が
求

め
る
方
向
性
が
確
認
で
き
た
こ
と

　(

令
和
3
年
2
月
12
日
　
要
望
回
答)

【
同
意
に
か
か
る
判
断
要
件
】

　

判
断
の
要
件
と
し
た
、
国
及
び
関
西
電
力
へ

の
要
望
内
容
と
そ
の
回
答
に
つ
い
て
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

　

町
で
は
、
昨
年
10
月
16
日
に
国
か
ら
再
稼
働
に

つ
い
て
理
解
と
協
力
の
要
請
を
受
け
た
際
に
、
事

業
者
の
指
導
監
督
や
地
域
振
興
、
国
民
理
解
の
促

進
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
明
確
化
等
に
つ
い
て
要

望
し
て
い
ま
す
。

　

2
月
12
日
の
梶
山
大
臣
と
の
会
談
で
は
、
町
長

か
ら
町
の
思
い
を
伝
え
た
後
、
大
臣
か
ら
町
の
要

望
に
対
す
る
回
答
を
受
け
ま
し
た
。

町
の
要
望
に
対
す
る
国
の
回
答

●�

美
浜
町
と
原
子
力
の
共
生
は
、美
浜
発
電
所
か
ら
、

大
阪
万
博
に
原
子
力
の
電
気
を
初
め
て
送
電
し
た

１
９
７
０
年
に
始
ま
り
、昨
年
、半
世
紀
を
迎
え
た
。

【
町
長
の
発
言
内
容
】

●�

歴
史
を
重
ね
る
中
で
、大
き
な
事
故
を
経
験
す
る
等
、

町
民
は
、不
安
を
抱
え
風
評
被
害
を
受
け
な
が
ら
も

国
策
に
協
力
し
て
い
く
と
の
強
い
信
念
を
も
っ
て
、原

子
力
と
の
共
生
に
努
め
て
き
た
。

●�

福
島
事
故
を
契
機
と
し
た
、原
子
力
発
電
に
対
す
る

安
全
性
へ
の
不
安
や
原
子
力
の
先
行
き
が
見
え
難
い

状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、関
連
産
業
や
町
の
将
来
に
か

か
る
不
安
も
根
強
く
漂
っ
て
い
る
。

●�

町
と
し
て
、国
や
事
業
者
に
対
す
る
信
頼
の
も
と
、こ

れ
か
ら
も
安
全
最
優
先
に
国
策
に
協
力
し
て
い
く
所

存
で
あ
り
、こ
う
し
た
我
々
、立
地
の
思
い
と
歴
史
を

受
け
止
め
て
い
た
だ
き
、回
答
を
お
願
い
し
た
い
。

【
国
の
回
答
内
容
】

① 

関
西
電
力
の
業
務
改
善
と

　
地
域
共
生
に
つ
い
て

　

関
西
電
力
が
、
適
切
か
つ
公
正
な
事
業
運
営
に

向
け
た
不
断
の
取
り
組
み
を
進
め
る
よ
う
、
国

と
し
て
も
し
っ
か
り
と
フ
ォ
ロ
ー･

監
督
し
て
い

く
。
同
時
に
、
関
西
電
力
が
嶺
南
地
域
の
一
員
と

し
て
、
地
域
の
将
来
像
の
実
現
に
向
け
て
主
体
的

に
汗
を
か
き
、
具
体
的
で
実
効
性
の
あ
る
取
り
組

み
を
重
ね
て
い
く
よ
う
、
引
き
続
き
し
っ
か
り
と

指
導
し
て
い
く
。

②
町
民
へ
の
丁
寧
な
説
明
と

地
域
振
興
に
つ
い
て

　

40
年
超
運
転
に
対
し
て
地
元
の
皆
さ
ま
に
ご
理

解
を
い
た
だ
く
た
め
の
活
動
に
終
わ
り
は
な
い
。

今
後
と
も
、
わ
か
り
や
す
く
丁
寧
な
説
明
を
尽
く

し
て
い
く
。
ま
た
、
立
地
地
域
の
振
興
は
、
最
も

重
要
な
政
策
課
題
の
一
つ
で
あ
り
、
各
種
の
交
付

金
、
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
地
域
活
性
化

支
援
、
専
門
家
派
遣
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
策
を

組
み
合
わ
せ
な
が
ら
、
美
浜
町
の
皆
さ
ま
の
思
い

に
寄
り
添
い
、
国
と
し
て
も
き
め
細
か
く
最
大
限

支
援
し
て
い
く
。

③
原
子
力
発
電
の
国
民
理
解
に
つ
い
て

　

原
子
力
発
電
の
必
要
性･

安
全
性
に
つ
い
て
、

立
地
地
域
だ
け
で
は
な
く
、
消
費
地
を
は
じ
め
、

広
く
国
民
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
今
後
と
も

国
が
前
面
に
立
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
捉
え
て

積
極
的
に
理
解
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

④
こ
れ
か
ら
のエネ

ル
ギ
ー
政
策
に
つ
い
て

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
国
民
の
暮
ら
し
や
経
済
の
基

盤
で
あ
り
、
電
気
の
安
定
的
か
つ
安
価
な
供
給
や

気
候
変
動
問
題
へ
の
対
応
を
踏
ま
え
れ
ば
、
安
全

確
保
を
大
前
提
に
、
原
子
力
の
利
用
は
欠
か
せ
な

い
も
の
と
考
え
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
し

て
、
し
っ
か
り
と
方
向
性
を
示
し
、
前
に
進
め
て

い
く
こ
と
が
国
の
責
任
と
考
え
る
。

　

昨
年
10
月
か
ら
次
期
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
の

議
論
を
開
始
し
て
い
る
が
、
安
定
供
給
の
確
保
は

も
ち
ろ
ん
、
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
と
い
う
視
点
も
踏
ま
え
て
、
原
子
力
の
将
来
の

あ
り
方
を
含
め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
集
中
的
に

議
論
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
上
で
結
論

を
出
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
会
談
後
、
町
長
と
大
臣
は
避
難
道
路
や

情
報
伝
達
施
設
の
強
化
や
町
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ

ジ
ョ
ン
等
に
つ
い
て
懇
談
し
、
立
地
地
域
の
様
々

な
課
題
に
つ
い
て
も
理
解
を
得
ま
し
た
。
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町
で
は
、
昨
年
10
月
14
日
に
関
西
電
力
か
ら
業

務
改
善
計
画
の
報
告
を
受
け
た
際
に
、
同
社
に
対

し
て
、
信
頼
回
復
や
地
域
振
興
、
ま
ち
づ
く
り
へ

の
参
画
等
に
つ
い
て
要
望
し
て
お
り
、
2
月
10
日

に
同
社
か
ら
町
の
要
望
に
対
す
る
回
答
を
受
け
ま

し
た
。 町

の
要
望
に
対
す
る
関
西
電
力
の
回
答

●�

業
務
改
善
計
画
に
基
づ
き
、
町
民
へ
の
理
解
活
動

等
誠
意
を
も
っ
て
対
応
い
た
だ
い
て
い
る
と
理
解

し
て
い
る
。
ま
た
、
町
民
か
ら
も
評
価
す
る
声
を

聞
い
て
い
る
。

【
回
答
に
対
す
る
町
長
の
発
言
内
容
】

●�

２
０
５
０
年
脱
炭
素
化
社
会
の
実
現
、
安
定
し
た

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
確
保
、
加
速
す
る
デ
ジ
タ
ル
化
・

電
動
化
に
要
す
る
将
来
の
電
力
需
要
等
を
見
据
え

る
と
、
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電
源
で
あ
る
原
子
力
発
電

の
果
た
す
役
割
は
大
き
い
と
認
識
し
て
い
る
。

●�

半
世
紀
に
わ
た
り
、
こ
れ
ま
で
培
わ
れ
た
信
頼
関
係

を
維
持
発
展
で
き
る
よ
う
、
安
全
最
優
先
で
の
事
業

推
進
は
も
と
よ
り
、
町
民
の
一
員
と
し
て
要
望
事
項

の
実
行･

実
現
に
向
け
て
、
立
地
目
線
、
主
体
性
、

実
効
性
を
も
っ
て
着
実
に
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

【
関
西
電
力
の
回
答
内
容
】

①
地
元
企
業
の
育
成
と

地
元
経
済
の
発
展
へ
の
配
慮
に
つ
い
て

　

地
元
企
業
で
施
工
可
能
な
工
事
に
お
い
て
は
、

安
全･

品
質
面
お
よ
び
地
元
な
ら
で
は
の
機
動
性

と
い
っ
た
観
点
か
ら
、
技
術
力
を
有
す
る
地
元
企

業
間
で
の
競
争
発
注
等
に
よ
り
、
地
元
企
業
の
活

用
に
努
め
る
。

　

ま
た
、
地
元
企
業
の
技
術
力
向
上
の
た
め
の

研
修
や
受
注
機
会
拡
大
の
た
め
の
情
報
交
換
会

等
、
地
元
の
皆
さ
ま
に
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
実
効
性
の
あ
る
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ

を
展
開
す
る
。

②
信
頼
回
復
に
向
け
た
取
リ
組
み
に
つ
い
て

　

広
報
紙
の
発
行
や
全
戸
訪
問
、
地
域
で
の
説
明

会
の
開
催
等
に
よ
り
取
り
組
み
を
広
く
お
知
ら
せ

す
る
と
と
も
に
、
ご
意
見
や
ご
要
望
を
伺
う
活
動

を
実
施
し
、
丁
寧
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重

ね
て
い
く
。

④
地
域
振
興
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　

産
業
団
地
へ
の
企
業
誘
致
や
観
光
Ｐ
Ｒ
、
教
育

や
文
化
の
充
実
等
、
引
き
続
き
、
町
の
地
域
振
興

に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を
継
続
す
る
。

↑町からの要望内容について戸嶋町長 (左 )に回答する松村原子力事業本部長 (中央 )

③
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
画
に
つ
い
て

　

町
の
総
合
振
興
計
画
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン

の
実
現
に
向
け
て
、
自
社
の
強
み
を
生
か
し
、
町

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
な
が
ら
、
地
域

の
一
員
と
し
て
主
体
的
に
実
効
性
を
も
っ
て
取
り

組
む
。

●�

原
子
力
事
業
は
、
国
民
理
解
は
も
と
よ
り
、
立
地

地
域
の
理
解
と
協
力
、
信
頼
関
係
な
く
し
て
進
め

る
こ
と
は
で
き
な
い
。

竹
仲
町
議
会
議
長･

杉
本
福
井
県
知
事
に
同
意
を
報
告

　

2
月
15
日
に
、
戸
嶋
町
長
は
町
議
会
の
竹
仲
議
長
と
面
談
し
、
国
か

ら
の
再
稼
働
に
か
か
る
理
解
と
協
力
の
要
請
に
対
し
て
、
町
と
し
て
同

意
す
る
旨
を
伝
え
、
そ
の
判
断
に
至
っ
た
経
緯
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

戸
嶋
町
長
の
説
明
に
対
し
、
竹
仲
議
長
は｢

国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

や
脱
炭
素
化
社
会
の
実
現
を
考
慮
し
、
再
稼
働
に
か
か
る
判
断
を
さ
れ

た
も
の
と
考
え
る
。
今
後
も
、
発
電
所
に
関
し
て
の
安
全･

安
心
に
つ

な
が
る
監
視
や
、
国
や
事
業
者
へ
の
要
望
事
項
の
実
現
に
つ
い
て
、
議

会
と
行
政
が
共
に
協
力
し
、
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い｣

と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

↑竹仲議長に報告する戸嶋町長

↑杉本知事に報告する戸嶋町長

　

そ
の
後
、
戸
嶋
町
長
は
福
井
県
庁
に
出
向
き
、
杉
本
知
事
に
対
し
、

国
か
ら
の
再
稼
働
に
か
か
る
理
解
と
協
力
の
要
請
に
対
し
て
、
同
意
し

た
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

杉
本
知
事
か
ら
は｢

再
稼
働
に
か
か
る
町
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

や
町
長
の
ご
判
断
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
い
た
。
県
と
し
て
も
再
稼
働
に

つ
い
て
国
か
ら
要
請
を
受
け
て
お
り
、
ま
た
、
今
月
12
日
に
は
梶
山
大

臣
か
ら
再
度
要
請
を
受
け
、
そ
の
際
に
は
、
検
討
の
前
提
と
す
る
中
間

貯
蔵
施
設
に
つ
い
て
も
報
告
い
た
だ
い
た
。
こ
の
状
況
を
踏
ま
え
て
、

県
と
し
て
も
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い｣

と
回
答
が

あ
り
ま
し
た
。
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美浜町長　戸嶋 秀樹

町民の皆さまへ
　｢美浜発電所３号機の再稼働 ｣にかかる町の理解と協力について町民の皆さまにご報
告させていただきます。

　美浜町は、国の発展に寄与すべく原子力発電所を誘致し、半世紀にわたり原子力と
共生するまちづくりを進めてきました。私たちは歴史を重ねる中で、大きな事故を経
験し、不安を抱え、風評被害を受けながらも国策に協力していくという強い信念と誇
りを胸に原子力との共生に努めてきました。

　しかしながら、福島での事故により、原子力発電の将来は見え難い状況にあり、原
子力政策は、事故後に定められた新しい安全基準に基づき ｢二度と福島のような事故
を起こさない ｣という覚悟のもと、｢安全の追及に終わりはない ｣という考えで、国及
び電力事業者における取り組みが進められています。
　美浜発電所では、新規制基準に適合するための安全性向上対策工事が実施され、昨
年 9月に完了し、その後、国から町に対し、3号機の再稼働について理解と協力の要
請がありました。

　私としましては、同意にかかる判断要件は、第一に町民の皆さまの理解が得られる
こと、第二に国や関西電力による安全対策、防災対策及び事業者としての信頼回復へ
の取り組みが確認できること、第三に国や関西電力への町からの地域振興や地域共生
についての要望に対して誠意ある回答が得られることと考えます。
　これまで広報紙等でお知らせしてきましたとおり、3号機の安全性や必要性、防災
対策について住民説明会等、あらゆる機会を通じて町民の皆さまへ説明し、理解活動
に取り組んでまいりました。昨年 12月には、民意の代表となる町議会としての同意の
ご判断をいただき、また、今年 2月には、町の要望に対する国、関西電力から誠意あ
る回答を得ることができました。
　私自身も国や関西電力からの詳細な説明や現地確認を重ねることで、3号機の安全
性向上対策や防災対策等について確認できたと考えています。
　これらのことを総合的に踏まえ、私としては、再稼働にかかる町の同意に必要な条
件が揃ったことから、安全最優先を大前提として ｢3 号機の再稼働にかかる理解と協力
の要請について同意する ｣との判断をさせていただきました。

　町では、これからも、原子力発電所が立地する町として、安全最優先での取り組み
はもちろんのこと、国や関西電力からの回答事項が着実に実行 ･実現され、町の発展
につながるよう議会とともにしっかりと注視してまいります。

　終わりに、今後とも、原子力と共生するまちづくりに皆さまのご理解とご協力をお
願い申し上げ、私からの報告とさせていただきます。

令和 3年 2月 15 日

環
境

美
浜
の

environment

シ
リ
ー
ズ
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　皆さんは、ご家庭で出た食用廃油 ( 使用したてんぷら油等 ) をどのように

処分していますか。実は、食用廃油も分別回収することで資源として活用す

ることができます。

　今月号では食用廃油の分別回収についてご紹介します。

ご家庭での食用廃油を
リサイクルしましょう！

　
　

町
住
民
環
境
課(

担
当･

志
賀
︶

☎
32
︲
６
７
０
３

問

　

食
用
廃
油
を
家
庭
で
処
分
す
る
場
合
、

次
の
よ
う
な
方
法
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

食
用
廃
油
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス

を
設
置
し
て
い
ま
す

　

町
で
は
、
食
用
廃
油
の
分
別
回
収
を
図

る
た
め
、
専
用
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
町
内

8
カ
所
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

回
収
ボ
ッ
ク
ス
の
利
用
方
法

　

家
庭
で
廃
棄
さ
れ
る
液
状
の
植
物
性
食

用
油(

て
ん
ぷ
ら
油
、オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
等)

※�

賞
味･

消
費
期
限
切
れ
、
未
使
用
の
油

も
回
収
し
ま
す
。

※�

食
用
油
以
外
の
油
は
リ
サ
イ
ク
ル
で
き

な
い
た
め
、
混
入
さ
せ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
美
浜
町
漁
業
協
同
組
合(

日
向)

・
福
井
県
漁
連
早
瀬
支
所(

早
瀬)

・
美
浜
町
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー(

松
原)

・
美
浜
町
役
場(

郷
市)

・
新
庄
区
事
務
所(

新
庄)

・
東
部
診
療
所(

佐
田)

・
美
浜
町
漁
業
協
同
組
合
菅
浜
支
所(

菅
浜)

・
ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト(

丹
生)

■
回
収
ボ
ッ
ク
ス
設
置
箇
所

■
回
収
で
き
る
油
の
種
類

　

使
用
済
み
の
油
は
“
て
ん
か
す
”
等
を

取
り
除
き
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
入
れ
て
各

回
収
場
所
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
へ
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※�

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
し
っ
か
り
と
ふ
た
を

閉
め
、
油
が
漏
れ
な
い
よ
う
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

■
回
収
方
法

　

回
収
さ
れ
た
食
用
廃
油
は
業
者
に
引
き

取
ら
れ
た
後
、
家
畜
用
の
飼
料
用
添
加
物

や
工
業
用
の
潤
滑
油
の
代
用
品
、
工
業
用

石
け
ん
な
ど
に
加
工･

処
理
さ
れ
て
有
効

に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

食
用
廃
油
の
リ
サ
イ
ク
ル
は
、
新
た
な

資
源
を
生
む
だ
け
で
な
く
、
環
境
へ
の
負

担
も
軽
く
し
ま
す
。
ご
み
の
減
量
化･

資

源
化
の
よ
り
一
層
の
推
進
の
た
め
、
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

↑町内8カ所に設置している食用油回収専用ボックス

リ
サ
イ
ク
ル
へ
の
ご
協
力
を

食
用
廃
油
の
処
分
方
法

　

こ
う
し
た
状
況
を
解
決
す
る
た
め
、
町

で
は
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
食
用
廃
油
の

分
別
回
収
を
行
い
、
ご
み
の
減
量
化
と
資

源
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

①�

凝
固
剤
で
固
め
て
可
燃
ご
み
に
出
す

②�

新
聞
紙
や
キ
ッ
チ
ン
ペ
ー
パ
ー
等
に
染

み
込
ま
せ
て
可
燃
ご
み
に
出
す

③
そ
の
ま
ま
排
水
溝
に
流
す

　

こ
れ
ら
の
処
分
方
法
に
は
、
い
く
つ
か

の
問
題
点
が
あ
り
ま
す
。

　

①
の
処
分
方
法
で
は
、
凝
固
剤
を
購
入

す
る
必
要
が
あ
り
、
固
め
ら
れ
た
油
は
焼

却
時
に
大
き
く
燃
え
上
が
る
た
め
、
処
理

施
設
に
負
担
が
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

②
の
処
分
方
法
で
は
、
多
量
の
紙
が
必

要
と
な
る
ほ
か
、
焼
却
時
に
大
き
く
燃
え

上
が
る
た
め
、
処
理
施
設
に
負
担
が
か

か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

③
の
処
分
方
法
で
は
、
排
水
溝
に
流
さ

れ
た
油
の
影
響
に
よ
り
下
水
処
理
施
設
に

負
担
が
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
一
般
的

に
、
大
さ
じ
1
杯
の
油
を
浄
化
す
る
た
め

に
お
風
呂
17
回
分
に
相
当
す
る
水
が
必
要

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
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に
よ
る
と
約
８
４
９
万
戸
、
空
家
率
は

13･

6
％
に
の
ぼ
り
ま
す
。

　

美
浜
町
に
お
い
て
も
平
成
27
年
度
よ
り

｢

空
家
等
実
態
調
査｣

を
実
施
し
て
お
り
、

令
和
元
年
度
時
点
で
、
町
内
に
３
０
５
件

の
空
家
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ

て
い
ま
す
。

　

空
家
と
な
っ
た
家
屋
の
中
に
は
、
利
活

用
や
解
体
等
に
よ
っ
て
解
消
さ
れ
て
い
る

事
例
も
あ
り
ま
す
が
、
全
体
と
し
て
緩
や

か
に
増
加
し
て
い
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

全
国
の
空
家
数
は
、
総
務
省
の｢

平

成
30
年
住
宅･

土
地
統
計
調
査｣

空
家
に
な
る
可
能
性
の
あ
る
家
屋
に
つ
い

て
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

町
に
は
、高
齢
者
の
み
で
構
成
さ
れ
る

世
帯
が
約
１
，２
０
０
件
あ
り
、こ
れ
ら
の

世
帯
は
将
来
的
に
空
家
に
な
る
可
能
性
が

高
い｢

空
家
予
備
軍｣

で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

こ
の
空
家
予
備
軍
は
、
高
齢
化
の
進
行

に
伴
い
今
後
も
増
加
し
て
い
く
こ
と
が
想

定
さ
れ
ま
す
。
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
空

家
解
消
の
取
り
組
み
に
加
え
、
空
家
発
生

を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
取
り
組
み
も

行
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
化
が
進
む
本
町
に
お
い
て
は
、

現
状
の
空
家
だ
け
で
な
く
、
今
後

町
の
空
家
対
策

空
家
を
解
消･

抑
制
す
る
た
め
に

200

250

300

350

平成 27 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度

273

294
285

305

300

500

700

900

1100

1300

高齢者のみの世帯ひとり暮らしの単身世帯

令和 2年度令和元年度平成 30 年度平成 29 年度平成 28 年度

1,084 1,099
1,1521,123

1,179

613 633 642 671 683

■美浜町の空家数の推移

■美浜町の高齢者世帯数の推移

( 高齢者福祉基礎調査より )

(美浜町空家等実態調査より)

増
え
続
け
る
空
家

空
家
予
備
軍
も
増
加
傾
向

　近年、空家の増加が全国的に問題となっている中、美浜町においても少子高齢

化や核家族化等に伴い空家数が増加している傾向にあります。また、放置され続

けた空家が危険な状態になる等、地域では大きな問題となっています。

　空家の管理は所有者の責任です。所有者の皆さんは、将来的に空家になる

可能性のある家屋も含め、適切な管理をしていただく必要があります。

　今月号では、町をとりまく空家の状況や町の体制、活用事例、支援制度等

についてご紹介します。

空家について考えよう
特 集

　

平
成
27
年
5
月
の｢

空
き
家
対
策
特
別

措
置
法｣

の
施
行
を
受
け
、
町
で
は
平
成

28
年
6
月
に｢

美
浜
町
空
き
家
対
策
協
議

会｣

を
発
足
し
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
2
月
に
は
、
協
議
会
で
調
査

し
た
町
内
空
家
の
現
状
や
課
題
を
基
に
、

町
と
し
て
の
空
家
対
策
の
指
針
と
な
る

｢

美
浜
町
空
家
等
対
策
計
画｣

を
策
定
し

ま
し
た
。ま
た
、同
年
4
月
に
は｢

美
浜
町

空
家
等
の
適
正
な
管
理
に
関
す
る
条
例｣

を
施
行
し
、空
家
が
適
正
に
管
理
さ
れ
る

よ
う
助
言
や
指
導
等
を
行
え
る
よ
う
に

な
っ
た
ほ
か
、措
置
に
従
わ
な
い
場
合
に

行
政
が
代
わ
り
に
義
務
を
履
行
す
る｢

行

政
代
執
行｣

も
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

空
家
を
と
り
ま
く
町
の
動
き

　

町
で
は
平
成
28
年
11
月
に
、空
家
と
移

住
希
望
者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
活
動
等
を

行
っ
て
い
る｢

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ふ
る
さ
と
福
井

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー｣

と｢

美
浜
町
空
家
等

対
策
に
関
す
る
連
携
協
定｣

を
締
結
し
、

空
家
の
実
態
調
査
や
所
有
者
の
意
向
調

査
、
空
家
相
談
窓
口
の
運
営
等
、
官
民
連

携
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

官
民
連
携
に
よ
る
空
家
対
策

↑空き家対策協議会の様子

↑協定書を交わす山口前町長(左)と北山理事長(右)

NPO法人ふるさと福井サポートセンター (ふるさぽ )の活動
　ふるさぽでは、町と連携して ｢空家マッチングツアー ｣を開催し、空家を

探している方と空家を売却 ･貸出したい方とのマッチングを行っています。　

また、マッチングツアーの開催のほかに、空家をデータベース化するアプリ

の開発や所有者に空家の利活用の早期決断を促すサイトの開設等を手掛ける

等、空家対策の最先端で活動しています。

　ふるさぽが取り組んでいる活動は全国的に高く評価されており、令和2年

1月には ｢第 10回地域再生大賞 ｣の大賞を、令和 3年 1月には ｢ふるさ

とづくり大賞 ｣の団体表彰 (総務大臣表彰 )を受賞しました。

第18回空家マッチングツアーの参加者を募集！LINE 公式アカウントの友だち登録をお願いします

●日時　3月 7日 ( 日 )　午前 10時から

●場所　JR美浜駅集合

●対象　移住希望の方、空家利活用を検討の方

●費用　無料　※昼食が必要な方は1,000円

●申込　ふるさぽ公式 LINE または電話にて

【お問い合わせ先】
　NPO法人ふるさと福井サポートセンター
　☎050‐3565‐5782

【LINE公式アカウント】

　ふるさぽでは、LINE を活用

した情報発信を行っています。

　下記QRコードから友だち登

録をしていただき、空家に関す

る情報をご確認ください。

↑ ｢地域再生大賞 ｣授賞式の様子

～空家の管理は所有者の責任～
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空
家
を
活
用
す
る

空
家
に
対
す
る
支
援
制
度

一
人
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は
相
談
を
。

さ
ま
ざ
ま
な
用
途
に
、
空
家
の
可
能
性
は
無
限
大
。

■空き家情報バンクに登録を
　空き家情報バンクは、所有者の方が登録した空家情報を入居

希望者へ提供する仕組みです。

　登録された空家情報は、町ホームページで公開されており、

入居希望者の申し込みを随時受け付けています。

空家の
所有者

空き家
情報バンク

利用
希望者

情報提供

利用申し込み

登録申し込み

宅地建物取引業者

交渉 ･契約 交渉 ･契約情報交換

売りたい
貸したい

いい物件を
見つけたい

▶▶詳細情報は町HPから

■老朽化した危険な空家は解体撤去を
　町では、町内にある適切な管理が行われていない空家の解体を促進するため、老朽化して危

険な空家の解体撤去にかかる費用の一部を補助しています。

【対象となる空家】 ※①～⑦全てに該当するもの

①　特定空家若しくは準特定空家であるもの。(町特定空家等認定審査会にて認定 )

②　個人又は法人が所有するものであること。

③　所有権以外の権利が設定されていないこと。

④　�国又は地方公共団体等公的機関が行う事業の補償の対象となっていないこと。

⑤　建設業法に基づく許可を受けた者が解体撤去するものであること。

⑥　町内業者が元請として解体撤去するものであること。

⑦　�補助金の交付を受けた日から１年以内に当該土地を家族以外の者に譲渡し、又は贈与しな

いことに同意できる者が所有するものであること。ただし、借地の場合は除く。

【補助金額】
●特定空家　　対象工事費の3分の 1( 通常補助上限50万円、特殊加算上限50万円 )

●準特定空家　対象工事費の3分の 1( 通常補助上限30万円、特殊加算上限30万円 )

【お問い合わせ先】　町土木建築課(担当･後藤)　☎32‐6707

　全国的に増え続けている空家ですが、町では、行政だけでなく地域の方
が主体となって空家を活用する等、さまざまな取り組みが行われています。
ここでは、町内での空家活用事例を紹介します。

美浜への移住居住体験施設として
　町では空家を改修して、美浜にお試
し移住ができる移住居住体験施設 ｢黄
舎 ｣を山上に整備しました。
　これまでに、町外からの移住体験希
望者や就農希望者ら約580人が、黄舎
を利用して美浜町での生活を体験してい
ます。

子どもたちの実践活動の場として
　美浜西小学校では、平成 30年から
令和元年にかけて、地域の課題解決の
取り組みとして空家活用の実践を行い
ました。
　取り組みでは、町内の空家を活用し
てオープンした ｢Nishi6 かふぇ ｣ に、
子育て世代の親子を招待し、手作りの
おやつやプレゼント等を用意する等、
手厚いおもてなしが行われました。

地域のつながりを深める場として
　集落のさまざまな課題を解決するためには、日ごろから集落内での関
わりを持つことが重要と考えています。
　｢ みんなの茶ノ間八三六 ｣ は、集落の座談会で挙げられた ｢ 空家 ｣
や ｢ 住民同士の関わり ｣ 等の課題を解決するための手段として、県や
町の支援をいただいて整備しました。
　茶ノ間は、集落内外の多くの人が集い、つながりを深める場所として
活用しており、｢みんなの食堂｣や｢コミュニティカフェ(じょんかふぇ)｣
の開催、民泊の受け入れ等、さまざまな取り組みを行っています。

Before After

~interview~

Case1

Case2

Case3

整備に携わった熊谷誓成さん (上野 )

↑空家を改修して整備された ｢黄舎 ｣

↑空家を使ってオープンした ｢Nishi6 かふぇ｣

●最大 45万ポイント /戸

■空き家バンク登録住宅を購入するとポイントが！
　空き家バンクに登録された物件を購入する場合、国の ｢グリーン住宅ポイント制度 ｣を活用する

ことで、さまざまな商品等と交換できるポイントが発行されます。

【対象となる空家】
●�空き家バンクに登録されている住宅で、令和 3年 10 月 31 日までの期間内に売買契約額が

100万円 ( 税込 ) 以上の売買契約 (変更契約を除く)を締結したもの

【発行ポイント数】
※ポイントの交換対象となる商品等は3月下旬から公表予定



美浜町 緑のふるさと協力隊・地域おこし協力隊

わたしの美浜体験記
　美浜に移住した ｢緑のふるさと協力隊 ｣や ｢地域おこし協力隊 ｣の隊員が、美浜での活動記
録や体験から感じたこと等について紹介します。
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第
6
回
自然が身近な美浜町で

魚釣りに挑戦しよう！
　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
着
任
し
、

渓
流
の
里
で
働
き
始
め
て
約
8
か
月
が
経

ち
ま
し
た
。
渓
流
の
里
に
は
一
般
の
方
や

学
校
の
子
ど
も
た
ち
等
、
多
く
の
お
客
さ

ん
が
訪
れ
ま
す
。
釣
り
体
験
や
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
、
遠
足
の
手
伝
い
等
、
さ
ま
ざ
ま

な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
経
験
の
中
で
、
美
浜
町
に

は
、
川
や
海
等
の
自
然
が
身
近
に
あ
る
も

の
の
、
意
外
と
釣
り
に
な
じ
み
の
無
い
方

が
多
い
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
今
回
は
、
魚
釣
り
に
つ
い
て
紹

介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
参
考
に
し

て
い
た
だ
き
、
魚
釣
り
に
挑
戦
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

【今月の執筆者】

前
ま え だ

田 義
よしひろ

博 隊員
兵庫県出身。
渓流の里で働いています。
ぜひ遊びに来てください。

　

魚
種
に
よ
っ
て
差
は
あ
り
ま
す
が
、
多

く
の
魚
の
目
は
横
に
つ
い
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
距
離
感
を
つ
か
め
る
両
目

で
の
視
野
は
狭
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
片

目
の
視
野
や
上
下
の
視
野
は
広
い
範
囲
を

見
れ
る
よ
う
な
構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
。

地域おこし協力隊

　

多
く
の
場
所
で
は
、
釣
り
を
す
る
際
の

ル
ー
ル
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ル
ー
ル

を
守
ら
な
い
と
罰
金
の
支
払
い
や
釣
り
の

禁
止
等
の
罰
則
が
科
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
例
え
ば
耳
川
で
ア
ユ
や
ヤ
マ
メ
等

の
川
魚
を
釣
る
際
は
、
魚
種
や
漁
法
、
券

種
等
に
応
じ
て
遊
漁
券
を
購
入
し
な
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
。
ま
た
、
禁
漁
期
間
も
定

め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
守
ら
な
い
と
密

漁
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

美
浜
町
に
は
渓
流
の
里
や
耳
川
等
、
渓

流
の
釣
り
ス
ポ
ッ
ト
の
ほ
か
、
海
岸
沿
い

に
も
た
く
さ
ん
の
釣
り
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
り

ま
す
。
自
然
に
包
ま
れ
な
が
ら
す
る
魚
釣

り
は
何
と
も
い
え
な
い
解
放
感
や
楽
し
さ

が
あ
り
ま
す
。

　

釣
り
場
で
の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
に
は
気

を
配
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
難
し
い
手

続
き
等
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
も

気
軽
に
釣
り
に
挑
戦
し
て
い
た
だ
き
、
美

浜
町
の
自
然
を
満
喫
し
て
く
だ
さ
い
。

右
目
の
視
野

左
目
の
視
野

両目の視野

　

釣
り
に
慣
れ
て
い
な
い
方
は
、
陸
か
ら

見
え
て
い
る
魚
の
目
の
前
に
仕
掛
け
を
投

げ
入
れ
が
ち
で
す
が
、
こ
れ
は
魚
を
警
戒

さ
せ
て
し
ま
う
原
因
に
な
り
ま
す
。
突
然

目
の
前
に
物
が
降
っ
て
く
れ
ば
、
人
間
と

同
様
に
魚
も
驚
い
て
逃
げ
て
し
ま
う
の
は

当
然
の
こ
と
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
陸
か
ら
魚
が
見
え
て
い
る

場
合
は
、
魚
が
い
る
位
置
か
ら
約
1
ｍ
手

前
に
仕
掛
け
を
投
げ
入
れ
る
こ
と
を
お
す

す
め
し
ま
す
。
釣
り
は
、
魚
を
い
か
に
騙

せ
る
か
、
違
和
感
を
感
じ
さ
せ
な
い
か
が

重
要
に
な
る
の
で
、
こ
の
コ
ツ
を
意
識
し

て
挑
戦
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

↑�魚の視野の特徴

↑�行楽シーズンの渓流の里

魚
の
特
徴
・
釣
り
の
コ
ツ

釣
り
場
の
ル
ー
ル
を
把
握
し
よ
う

ご存知ですか？
自然の中にある美浜の彫刻

　皆さんは、町内各地に点在する彫刻作品をご存知でしょうか。
　町では、1990年に ｢美しい風景と彫刻の出会い ｣をテーマとして ｢美浜町国際野外彫刻ビ
エンナーレ ｣を開催し、町内各地のスポットにいくつかの彫刻作品を設置しました。
　彫刻展の開催から約30年が過ぎ、彫刻作品は美浜町の景色として私たちの暮らしの中にあ
ります。今月号では、町内に設置されている作品をいくつかご紹介します。

作 品 名
設置場所

立地体

山上 (国道 27号線沿い )

作 品 名
設置場所

空間のメヴィウス

レインボーライン山頂公園

作 品 名
設置場所

現前9001

菅浜 ( ダイヤ浜駐車場 )

作 品 名
設置場所

空から空

久々子 (彫刻の森 )

作 品 名
設置場所

円形のオブジェ

久々子 (彫刻の森 )

作 品 名
設置場所

構造 '89A

久々子 (彫刻の森 )

◆その他の作品

作 品 名
設置場所

ノーム (地精 ) の円柱

久々子 (彫刻の森 )
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美浜町のニュース
MIHAMA NEWS

と
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ『
か
が
や
く
女

性
編
』｣

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

同
対
話
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
と

町
長
と
の
直
接
対
話
に
よ
り
、
町

の
現
状
や
課
題
の
共
有
、
意
見
交

換
等
を
行
う
も
の
で
、
今
後
の
ま

ち
づ
く
り
施
策
に
反
映
す
る
こ
と

を
目
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
町
内
で
精
力
的
に
活

動
し
て
い
る
女
性
の
方
々
と
の
対

話
が
行
わ
れ
、
子
育
て
施
策
や
女

性
の
起
業
支
援
、
男
性
の
育
児
参

加
等
、
幅
広
い
テ
ー
マ
で
の
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

対
話
の
中
で
は｢

美
浜
は
子
育

て
が
し
や
す
く
地
域
の
方
の
協
力

に
よ
り
助
か
っ
て
い
る｣

と
い
っ

た
意
見
や｢

湖
等
で
普
段
か
ら
気

軽
に
遊
べ
る
場
所
や
機
会
が
あ
れ

ば｣｢

小
規
模
な
こ
と
か
ら
で
も
起

業
で
き
る
よ
う
な
支
援
や
相
談
体

制
が
あ
れ
ば
よ
い｣｢

女
性
の
社
会

進
出
だ
け
で
な
く
男
性
の
家
庭
進

出
も
重
要｣｢

人
が
常
に
集
ま
っ
て

誰
か
と
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
る

カ
フ
ェ
の
よ
う
な
場
所
が
あ
れ
ば

う
れ
し
い｣

等
、
女
性
な
ら
で
は

1
月
26
日
に
、
町
民
対
話

｢

地
域“
あ
い
あ
い
”ほ
っ

↑�戸嶋町長と意見を交わす参加者ら

地域“あいあい”ほっとミーティング『かがやく女性編』を開催

■ お問い合わせ先
　町まちづくり推進課
　(担当･伊藤)
　　　☎32‐6701

の
視
点
か
ら
意
見
や
提
言
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
意

見
を
受
け
た
戸
嶋
町
長
は｢

町
に

は
他
に
は
な
い
魅
力
的
な
制
度
が

あ
る
の
で
し
っ
か
り
と
Ｐ
Ｒ
し
て

い
き
た
い
。
み
な
さ
ん
が
安
心
し

て
働
け
る
よ
う
に
、
地
域
全
体
で

見
守
る
子
育
て
環
境
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い｣

と
話
し
ま

し
た
。

女性にとって魅力的なまちづくりを

が｢

地
域
で
確
認
！
わ
が
町
の
防

災
コ
ン
テ
ス
ト｣

で
福
井
新
聞
社

長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

同
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
防
災
活
動

の
報
告
等
を
通
じ
て
、
災
害
時
の

備
え
の
点
検
や
意
識
向
上
に
つ
な

げ
て
も
ら
お
う
と｢

ふ
く
い
の
水

防
災
を
考
え
る
会｣
が
主
催
し
た

も
の
で
、
県
内
24
団
体
か
ら
応
募

が
あ
り
ま
し
た
。

　

応
募
し
た
作
品
で
は
、
区
民
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
で
の｢

消

火
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー｣

や｢

応
急
担
架

リ
レ
ー｣

、
区
全
体
で
の
自
主
防

災
訓
練
、
敦
賀
市
立
看
護
大
学
と

郷
市
区
民
で
つ
く
る
防
災
組

織
の
郷
市
区
自
主
防
災
会↑�活動を画用紙にまとめた応募作品

郷市区自主防災会が
｢わが町の防災コンテスト｣の福井新聞社長賞を受賞

■ お問い合わせ先
　町エネルギー政策課
　(担当･田村)
　　　☎32‐6716

大野市職員が町を訪れ除雪機の返却と謝意を述べる

■ お問い合わせ先
　町エネルギー政策課
　(担当･田村)
　　　☎32‐6716

の
連
携
等
、
郷
市
区
が
実
施
し
て

い
る
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
た
防
災

へ
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
て
い
ま

す
。

　

同
賞
の
受
賞
に
あ
た
り
、
自
主

防
災
会
の
井
村
秀
雄
さ
ん
は｢

郷

市
区
の
防
災
活
動
が
認
め
ら
れ
、

こ
の
よ
う
な
賞
を
い
た
だ
け
た
の

は
、
区
民
の
皆
さ
ん
の
日
頃
か
ら

の
防
災
に
対
す
る
ご
理
解
と
防
災

訓
練
や
研
修
等
の
活
動
に
積
極
的

に
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
結
果
で

す｣

と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

大
野
市
の
川
端
秀
和
企
画
総
務

部
長
ら
市
職
員
4
名
が
町
役
場

を
訪
れ
、
貸
し
出
し
て
い
た
小

型
除
雪
機
の
返
却
と
大
雪
被
害

へ
の
支
援
に
対
す
る
感
謝
の
意

を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

1
月
に
発
生
し
た
嶺
北
を
中
心

と
す
る
大
雪
に
よ
り
、
大
野
市
で

は
市
街
地
で
最
大
１
８
０
㎝
の
積

雪
が
あ
り
、
物
流
や
交
通
機
関
が

ま
ひ
す
る
等
、
大
き
な
被
害
を
受

け
ま
し
た
。
そ
こ
で
町
で
は
、
原

子
力
災
害
時
の
町
の
広
域
避
難
先

で
あ
る
大
野
市
に
対
し
て
、
除
雪

機
の
貸
与
や
支
援
物
資
の
提
供
等

の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

2

　

川
端
企
画
総
務
部
長
は｢

除
雪

機
が
足
り
な
い
状
況
だ
っ
た
の
で

助
か
っ
た
。
お
借
り
し
た
小
型
除

雪
機
は
小
回
り
が
利
き
、
市
営
住

宅
や
観
光
施
設
等
の
除
雪
に
活
躍

し
た
。
心
温
ま
る
き
め
細
や
か
な

支
援
に
感
謝
し
て
い
ま
す｣

と
話

さ
れ
ま
し
た
。

　

戸
嶋
町
長
は｢

わ
ず
か
な
支
援

し
か
で
き
な
か
っ
た
が
喜
ん
で
い

た
だ
け
て
良
か
っ
た
。
今
後
も
互

い
に
連
携
や
つ
な
が
り
を
深
め
、

災
害
時
等
の
対
応
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い｣

と
話
し
ま
し
た
。

月
4
日
に
、
1
月
の
大

雪
被
害
に
見
舞
わ
れ
た

↑町を訪問した大野市職員の皆さん

↑戸嶋町長に謝意を伝える川端企画総務部長(左)

1月の大雪被害への支援に感謝

↑�自主防災訓練での土のう作りの様子

■ お問い合わせ先
　町教育委員会事務局
　(担当･荒木)

☎32‐6709

発
展
に
寄
与
し
た
と
し
て｢

福
井

新
聞
ス
ポ
ー
ツ
賞
功
労
賞｣

を
受

賞
さ
れ
た
田
邉
義
郎
さ
ん(

久
々

子)

が
町
役
場
を
訪
れ
、受
賞
の
報

告
を
行
い
ま
し
た
。

　

田
邉
さ
ん
は
、
現
在
福
井
県

ボ
ー
ト
協
会
の
理
事
長
を
務
め
て

い
る
ほ
か
、
過
去
に
は
町
ボ
ー
ト

協
会
の
会
長
や
町
民
レ
ガ
ッ
タ
の

実
行
委
員
長
等
も
務
め
ら
れ
、

ボ
ー
ト
競
技
の
振
興･

発
展
に
寄

与
し
、
多
く
の
功
績
を
残
し
て
こ

ら
れ
ま
し
た
。

2

　

田
邉
さ
ん
は｢

今
年
は
、東
京
五

輪
や
国
体
、北
信
越
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

等
さ
ま
ざ
ま
な
大
会
が
開
催
さ
れ

る
の
で
、選
手
と
も
ど
も
頑
張
っ
て

い
る
。今
後
も
ボ
ー
ト
競
技
の
発

展
の
た
め
に
普
及
活
動
を
進
め
て

い
き
た
い｣

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

報
告
を
受
け
た
戸
嶋
町
長
は
、

｢

田
邉
さ
ん
に
は
、ボ
ー
ト
競
技
が

マ
イ
ナ
ー
だ
っ
た
頃
か
ら
、さ
ま

ざ
ま
な
立
場
で
尽
力
し
て
い
た
だ

い
た
。こ
れ
ま
で
の
活
動
が
、県
や

町
の
ボ
ー
ト
競
技
で
の
素
晴
ら
し

い
成
績
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
と

思
う｣

と
話
し
ま
し
た
。

月
6
日
に
、永
年
に
わ
た

り
福
井
県
の
ス
ポ
ー
ツ
の

↑戸嶋町長に受賞を報告する田邉さん (右 )

県ボート協会理事長の田邉義郎氏が
第58回福井新聞スポーツ賞功労賞を受賞
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〒 919-1192　美浜町郷市25-25

�☎　0770-32-1111( 代表 )

�FAX　0770-32-1115( 代表 )

�HP　http://www.town.mihama.

������fukui.jp/

情報BOX
Mihama Information 

美浜町役場

Mihama　Information

お
知
ら
せ

軽
自
動
車
税(

種
別
割)

の

申
告
に
関
す
る
お
知
ら
せ

　

令
和
3
年
度
軽
自
動
車
税(

種
別
割)

は
、
令
和
3
年
4
月
1
日(

木)

現
在
の

原
動
機
付
自
転
車
、
軽
自
動
車
、
小
型
特

殊
自
動
車
及
び
二
輪
の
小
型
自
動
車
の
所

有
者
に
対
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

廃
車
や
譲
渡
、
町
外
へ
の
転
出
の
際
に

は
、
す
み
や
か
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
納
税
義
務
者
が
亡
く
な
ら
れ
た
場

合
に
は
、
名
義
変
更
ま
た
は
廃
車
の
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
廃
車
時
に
は
申
告
が
必
要
で
す

　

町
税
務
課
で
は
、
原
動
機
付
自
転
車

(

１
２
５
㏄
以
下)

及
び
小
型
特
殊
自
動

車
の
廃
車
申
告
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

廃
車
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
申
告
を
し
て

い
な
い
場
合
に
は
課
税
さ
れ
ま
す
の
で
、

忘
れ
ず
に
申
告
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●�

申
告
に
必
要
な
も
の

　

①
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

　

②
所
有
者･

使
用
者
の
印
鑑

　

③�

軽
自
動
車
税(

種
別
割)

廃
車
申
告

書
兼
標
識
返
納
書(

※)

※�

様
式
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び
窓
口

に
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
　

町
税
務
課(

担
当･

山
東)

☎
32
︲
６
７
０
２

問

　

一
般
家
庭
用
の
下
水
道
使
用
料
は
、
原

則
と
し
て
住
民
票
の
世
帯
人
数
で
計
算
し

て
い
ま
す
。
転
入
や
転
出
、
出
生
、
死
亡

等
に
よ
り
世
帯
人
数
に
異
動
が
あ
っ
た
と

き
は｢

下
水
道
世
帯
人
員
変
更
届
出
書｣

の
提
出
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
単
身
赴
任
や
進
学
、
長
期
入
院

等
の
理
由
に
よ
り
美
浜
町
に
住
民
票
を
置

い
た
ま
ま
一
時
的
に
町
外
で
居
住
し
て
い

る
場
合
に
つ
い
て
も
、
こ
の
届
け
出
に
よ

り
減
員
で
き
ま
す
。
な
お
、
特
別
な
理
由

に
よ
り
減
員
と
な
っ
て
い
る
方
が
世
帯
に

戻
ら
れ
た
際
に
は
、
必
ず
増
員
の
届
け
出

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
町
上
下
水
道
課(

担
当
・
中
川
︶

☎
32
︲
１
３
４
１

世
帯
人
員
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は

｢

下
水
道
世
帯
人
員
変
更
届｣

の

提
出
を
お
忘
れ
な
く

問 ※�

届
出
書
の
様
式
は
、
町
上
下
水
道
課
ま

た
は
町
住
民
環
境
課
窓
口
に
備
え
つ
け

て
あ
る
ほ
か
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
入
手
で
き
ま
す
。

　
　
福
井
労
働
局�

労
働
基
準
部�

賃
金
室�

☎
０
７
７
６
︲
22
︲
２
６
９
１

福
井
県
の
特
定
最
低
賃
金

改
正
の
お
知
ら
せ

問
　

｢

百
貨
店
、
総
合
ス
ー
パ
ー｣

の
最

低
賃
金
が
、
令
和
2
年
12
月
24
日
か
ら

８
４
０
円
に
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

※お問い合わせ先　町住民環境課(担当・藤田) ☎32‐6703

閲覧者氏名
（法人の場合は名称及び
代表者または管理者名）

閲覧事由(利用目的)の概要 閲覧年月日 閲覧した住民の範囲

麻生区長　佐竹�敏 区の構成員の確認のため
令和2年
1月9日

麻生区一円
(区加入者のみ)

(一社)福井情報技術協会
代表理事　三上�政幸

｢ボランティア活動に関するアンケート｣
(委託者:福井県地域戦略部県民活躍課長)

令和2年
1月28日

町内一円
51名

久々子区長　今村�安宏 福祉委員選出のため
令和2年
7月7日

昭和27年4月2日～昭和
32年4月1日生まれの女性
(区加入者のみ)

(一社)中央調査社
会長　境�克彦

｢くらしと環境に関する世論調査｣
(委託者:(株)時事通信社　大阪支社長)

令和2年
8月27日

20歳以上
麻生　23名

(一社)福井情報技術協会
代表理事　三上�政幸

｢｢福井県多文化共生推進プラン｣に関する県民ア
ンケート｣
(委託者:福井県地域戦略部未来戦略課長)

令和2年
9月28日

18～79歳
町内一円　13名

(一社)中央調査社
会長　境�克彦

｢気候変動に関する世論調査(附帯調査:アイヌ政策
に関する世論調査)｣
(委託者:内閣府大臣官房政府広報室長)

令和2年
10月7日

18歳以上
大藪　10名

(一社)福井情報技術協会
代表理事　三上�政幸

｢｢福井県長期ビジョン｣の実現に向けた県民アン
ケート調査｣
(委託者:福井県地域戦略部未来戦略課長)

令和2年
10月8日

18～79歳
町内一円　38名

㈱インテージリサーチ
代表取締役社長
小田切�俊夫

｢令和3年度家庭部門のCO²排出実態統計調査｣
(委託者:環境省地域環境局総務課脱炭素社会移行
推進室長)

令和2年

11月9日

20～80歳代
竹波･菅浜　60名

(一社)福井情報技術協会
代表理事　三上�政幸

｢男女共同参画に関する県民調査｣
(委託者:福井県地域戦略部県民活躍課長)

令和2年
11月10日

18～79歳
町内一円　24名

麻生区長　佐竹�敏 区の構成員の確認のため
令和2年
12月2日

麻生区一円
(区加入者のみ)

㈱アド･ジャパン
代表取締役　鰐渕�俊英

｢人生の最終段階における意思表示についての県
民アンケート調査｣
(委託者:福井県健康福祉部長寿福祉課長)

令和2年
12月22日

40～80歳代
町内一円　19名

住民基本台帳法に基づく住民基本台帳の閲覧状況を公表します

　令和2年 1月から 12月末までの閲覧状況は次のとおりです。

※お問い合わせ先　 美浜 ･ 五木ひろしふるさとマラソン実行委員会
　　　　　　　　　町教育委員会事務局 ( 担当 ･ 大同 ) ☎ 32 ‐ 6708

美浜･五木ひろしふるさとマラソン開催中止のお知らせ

5 月9日に開催を予定していた｢第33回美浜･五木ひろしふるさ

とマラソン｣について、新型コロナウイルス感染拡大防止の

観点から、当日参加するランナーや運営スタッフ、ボランティア

等、皆さんの安心･安全を最優先とするため、中止とさせていた

だきます。

　なお、代替企画としてチャリティウォーキングを計画中です。

詳細については、改めてお知らせします。

募
集･

申
請
等

佐
竹
良
三
郎
奨
学
育
英
基
金

(

奨
学
金)

の
ご
案
内

　

佐
竹
良
三
郎
奨
学
育
英
基
金(

奨
学

金)

は
、
独
立
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構

の
奨
学
金
制
度
を
補
う
目
的
で
、
平
成
14

年
9
月
に
佐
竹
良
三
郎
氏
の
ご
厚
志
に
よ

り
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

●�

出
願
資
格　

･

　

町
内
に
住
所
を
有
す
る
者
の
子
弟

･

　

�

大
学(

短
期
大
学
及
び
大
学
院
を
除

く)

に
在
籍
す
る
人
ま
た
は
入
学
見
込

み
の
人

･

　

�

特
に
優
れ
た
資
質
を
有
し
な
が
ら
、
経
済

的
理
由
に
よ
り
著
し
く
修
学
困
難
な
人

●�
限
度
額

　

月
額�
４
０
，０
０
０
円
以
内(

無
利
子)

●�

提
出
書
類

・
奨
学
金
貸
付
申
請
書

・
申
出
者
と
同
一
生
計
に
あ
る
人
全
員
の

　

所
得
に
関
す
る
証
明
書(

源
泉
徴
収
票

　

の
写
し
ま
た
は
確
定
申
告
書
の
写
し)

※
所
得
に
関
す
る
証
明
書
が
な
い
場
合

　

は
、
市
町
村
発
行
の
所
得
証
明
書
が
必

　

要
で
す
。

※�

申
出
者
が
高
等
学
校
ま
た
は
高
等
専
門

学
校
に
在
籍
し
て
い
る
場
合
、
在
籍
す

る
学
校
の｢

奨
学
生
推
薦
調
書｣

が
必

要
で
す
。

●�

定
員
　
6
名

●�

奨
学
金
の
返
還

　

貸
し
付
け
が
終
了
し
た
月
か
ら
毎
年
1

回
ま
た
は
2
回
、
指
定
し
た
期
日
ま
で
に

納
付
す
る
こ
と
と
し
、
8
年
以
内
に
返
還

し
て
く
だ
さ
い
。

●�

採
用
の
基
準

︻
学
力
の
基
準
︼

　

特
に
基
準
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、

日
本
学
生
支
援
機
構
の
学
力
基
準(

高

校
の
学
習
成
績
が
5
段
階
法
に
よ
る
平

均
3･

5
以
上)

を
満
た
し
て
い
る
人

は
、
ま
ず
日
本
学
生
支
援
機
構
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

︻
家
計
の
基
準
︼

　

日
本
学
生
支
援
機
構
の
定
め
る
第
一

種
奨
学
金
の
年
収･

所
得
の
基
準
に
準

じ
ま
す
。

●�

採
用
の
選
考

　

町
教
育
委
員
会
で
選
考
し
ま
す
。

●�

募
集
期
間

　

4
月
9
日(

金)

ま
で

　
　
町
教
育
委
員
会
事
務
局(

担
当･

港)

☎
32
︲
６
７
０
８

問



atching
まちウォッチング

まちの話題をお知らせします
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冬のバードウォッチング

↓双眼鏡を使って野鳥を観察する参加者

　1月 16日に、県海浜自然センターが主催するバー
ドウォッチングが久々子湖畔で開催されました。
　この観察会は、自然を体感し、環境に対する意識を
高めてもらおうと、生涯学習まちづくり委員会と美浜環
境パートナーシップ会議との共催で行われたものです。
　参加者らは、双眼鏡をのぞき込んで水鳥をはじめと
したさまざまな野鳥を観察していました。

どんな鳥が見えるかな？

↓ポスターを用いて発表する高校生

　1月 30日に、｢私たちの未来 ｣探究学習発表会がなびあ
すで行われ、美方高校の2年生約150人が発表しました。
　この発表会は、昨春から生徒らが取り組んできた探求学習
の成果を披露するもので、持続可能な開発目標 (SDGs) に関
連するさまざまなテーマの発表が行われました。
　発表会には中学生らも見学に訪れ、さまざまな観点からの
発表に耳を傾けていました。

↓講評を行う戸嶋町長

オールショパン名曲コンサート

↓名曲を奏でる實川風さんとNHK交響楽団の皆さん

　2月 6日に、オールショパン名曲コンサートがなび
あすで開催されました。
　同コンサートでは、日本の若手を代表する若手ピア
ニスト ･實川風さんとNHK交響楽団のメンバー 5人
が共演し、ショパンの名曲を奏でました。
　会場には、ショパンの名曲を聞こうと約 250人が
訪れ、心揺さぶられる演奏に酔いしれていました。

美しい音色に酔いしれる

美方高校 探究学習発表会
未来のために何ができる？

Mihama　Information

●�

個
別
相
談
会
開
催
日

　

3
月
7
日(

日)

●�

出
願
期
間

　

3
月
10
日(

水)

～
12
日(

金)

、

　

23
日(

火)

、
24
日(

水)

●�

そ
の
他

　

郵
送
に
よ
る
出
願
も
受
け
付
け
ま
す
。

　
　
福
井
県
立
道
守
高
等
学
校

　
　

通
信
制
入
学
係

☎
０
７
７
６
︲
36
︲
１
１
８
４

問 福
井
県
立
道
守
高
等
学
校

通
信
制
生
徒
募
集
の
お
知
ら
せ

野
菜
栽
培
教
室
の

受
講
者
を
募
集
し
ま
す

　

町
農
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
は
、
野

菜
栽
培
教
室
の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●�

内
容

　

野
菜
の
栽
培
方
法
や
土
づ
く
り
、
病
害

虫
防
除
等
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。教
室
は
、

年
間
10
回
開
催
す
る
予
定
で
す
。

●�

募
集
人
数　

30
人(
先
着
順)

●�

受
講
料　
　

無
料

●�

申
込
期
限　

3
月
31
日(

水)

ま
で

●�

申
込
方
法

　

町
農
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
へ
お
電
話

く
だ
さ
い
。

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

　
　
町
農
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
32
︲
６
７
１
８

問

子
ど
も･

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

(
担
当･

河
村)

☎
32
︲
０
１
９
２

問 ○
育
児
講
座

子
ど
も･

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

の
催
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

◆｢

ひ
な
ま
つ
り
会｣

3
月
3
日(

水)

午
前
10
時
30
分
～
11
時
15
分

●�

日
時

●�

対
象

町
内
在
住
の
親
子
15
組

●�

会
場

は
あ
と
ぴ
あ

●�

内
容

ゲ
ー
ム
や
オ
カ
リ
ナ
演
奏
を
聞

い
て
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
ま
し
ょ
う
。

◆｢

親
子
ふ
れ
あ
い
遊
び｣

3
月
15
日(

月)

午
前
10
時
30
分
～
11
時
15
分

●�

日
時

●�

会
場

子
ど
も･

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー

●�

対
象

町
内
在
住
の
親
子
10
組

●�

講
師

子
育
て
マ
イ
ス
タ
ー

重
兼�

和
美�

氏

3
月
11
日(

木)

ま
で

●�

申
込

○
さ
く
ら
ん
ぼ
ひ
ろ
ば

3
月
1
日(

月)

ま
で

●�

申
込

教
室･

講
座･

説
明
会
等

も
の
忘
れ
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

3
月
16
日(

火)

午
後
7
時
～
8
時

●�

日
　
時

●�

会
　
場

な
び
あ
す

●�

対
　
象

　

町
内
在
住
で
、
物
忘
れ
や
認
知
症
に
つ

い
て
不
安
の
あ
る
人
ま
た
は
そ
の
家
族

●�

定
　
員

2
人(

要
事
前
申
し
込
み)

●�

費
　
用

無
料

町
健
康
福
祉
課(

担
当･

藤
木)

☎
32
︲
６
７
０
４

問

悩
み
ご
と
総
合
相
談
会
が

開
催
さ
れ
ま
す

3
月
6
日(

土)

午
前
9
時
～
正
午

●�

日
　
時

●�

会
　
場

二
州
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

●�

対
　
象

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方

●�

費
　
用

無
料

二
州
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
22
︲
３
７
４
７

問
●�

そ
の
他

　

事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

　

3
月
の
自
殺
対
策
強
化
月
間
に
合
わ
せ

て｢

悩
み
ご
と
総
合
相
談
会｣

が
開
催
さ

れ
ま
す
。
法
律
や
こ
こ
ろ
、
就
労
、
依
存

症
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
が
可
能
で
す
。

ふ
く
い
福
祉
就
職
フ
ェ
ア
が

開
催
さ
れ
ま
す

3
月
10
日(

水)

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

●�

日
　
時

●�

会
　
場

県
立
若
狭
図
書
学
習
セ
ン
タ
ー

(

小
浜
市
南
川
町
6-

11)

●�

費
　
用

無
料

県
社
会
福
祉
協
議
会�

嶺
南
支
所

☎
０
７
７
０
︲
52
︲
７
８
３
３

問
●�

そ
の
他

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

社
会
福
祉
関
係
の
職
場
に
就
職
を
希
望

す
る
方
や
関
心
の
あ
る
方
を
対
象
に
、
企

業
の
採
用
担
当
者
と
の
個
別
面
談
会
を
開

催
し
ま
す
。

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。
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放 送 局

こやす か

健康 ･福祉 ･子育てに関する
情報をお知らせします。

スマホに子守をさせていませんか？

｢へしこドドンパ体操｣で楽しく体を動かそう

※お問い合わせ先
　町健康福祉課�地域包括支援センター
　(担当･藤木)　☎32‐6704

※お問い合わせ先　子ども･子育てサポートセンター　(担当･河村)�　☎32‐0192

■言葉を育むために
　保護者の方のほほ笑みに答えるように赤ちゃん

が笑ったら、かわいいと声をかけて再びにっこり

とほほ笑みかけてあげましょう。

　また、｢あーあー｣や｢うーうー｣といった声を出

したときには、できるだけ相手をしてあげましょ

う。意味のある単語は1歳半ごろから話すように

なりますが、それまでは｢言葉の貯金｣をしている

と考えてください。

　言葉の発達には、まだ言葉が話せない赤ちゃん

であっても話しかけてあげることが大事です。2

歳頃までは、テレビやスマホ、タブレット等を見

せることは控え、積極的に話しかけてあげること

をお勧めします。

■遊びの中で育つもの
　赤ちゃんは、自分の体をコントロールできるよう

になり、人や自然等との触れ合いの中でさまざまな

能力が育っていきます。大人の行動をまねしたごっ

こ遊びやお手伝い等も心身の発達を促します。

　特に、同じものを見て自分の気持ちに共感して

もらうという体験は、自己肯定感を育み、心の発

達の基礎になります。親子が同じものに向き合っ

て過ごす絵本の読み聞かせ等は、親子が共に育つ

大切な時間です。

　また、親子で一緒に散歩したり、外遊びしたり

することで、体力や運動能力そして五感や共感を

育むことができます。

　スマホを触りながら歩く･食べる･運転する等、スマホの｢ながら｣行動が社会問題に

なっている昨今、子育て中でもスマホが手放せない保護者の方がいらっしゃるのでは

と心配しています。

　まだ小さな赤ちゃんだから｢何もわからない｣と思っていませんか。言葉を話せない

赤ちゃんだからこそ、この時期に心を通い合わせることが大切なのです。

　｢へしこドドンパ体操｣は、美浜町オリジナルの健

康体操です。美浜をイメージしていただけるよう、

レインボーラインの虹や誓いの皿投げ、ボートの

町、水晶浜での海水浴等、町民の皆さんに馴染みが

ある動作を盛り込んだ内容となっています。

　体操で体を動かすことで筋力や柔軟性が向上して

膝や腰の痛みを予防できるほか、日常生活を営む上

で最も重要な持久力も鍛えられます。

　また、体操にはデュアルタスク(※)も取り入れて

いますので、介護予防だけでなく認知症の予防にも

役立ちます。ぜひ、皆さんで楽しく体操して、健康

な体を作りましょう。

※デュアルタスク

　二つのことを同時に行うこと。

　�体を動かしながら頭を使うことで、認知機能の

維持･向上が図られます。

■YouTubeでも視聴できます！
　へしこドドンパ体操がYoutubeでも視聴でき
るようになりました。動画を見ながら、いつで
も体操に取り組んでください。

■体操で介護予防･認知症予防

町が実施する健診の申し込みと受診状況を把握するための調査です。
※調査票は2月下旬に発送を予定しています。

※お問い合わせ先　町健康福祉課(担当･大井)　☎32-6704

■健診受診希望調査とは

健診受診希望調査に
ご協力をお願いします !

■調査対象者 (令和 4年 3月末年齢 )

①　20 歳以上の女性　　②　40歳以上の男性
③　�20 ～ 39歳男性の美浜町国民健康保険加入者または公的医療保険
制度未加入者

■回答方法

今年度、受診対象となる健診項目を確認

集団健診で受診するか、個別健診 (指定医療機関 ) で受
診するかを選択

受診する健診を選び、調査票の希望日程に
○を記入

健診を受診しない理由 (数字 ) をそれぞれ調
査票に記入

同封されている封筒に入れてポストへ投函�⇒�令和3年度の健診申し込みは完了です！

①

①
②

③

④
⑤

②

③

受診する健診を選び、調査票に○を記入④

⑤

集団健診を受診する場合

個別健診 ( 医療機関 )で受診する場合

町の健診を受診しない場合

後日、健診受診券を町健康福祉課からお届けします。
※集団健診は健診日の2週間前に受付票 ･問診票を送付します。
※申し込みは随時変更可能です。

■提出期限 令和3年 3月 12日 ( 金 )

※調査票は、対象となっている家族全員分の提出をお願いします。
※�受診を希望されない場合や病院、職場等で受診される場合で
あっても、必ず調査票を返送して下さい。

封筒に入れる前に、全員分

の調査票がそろっているか

ご確認をお願いします！

町では、感染症対策を講じながら健診を実施しています。
新型コロナウイルス感染症により受診を控えている方も、ぜひご受診ください。

へしこドドンパ体操 検索
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1/1～1/31�受付分
(敬称略)慶弔慶弔

氏　名 住 所 年齢 届出人

田　邉　とみ子 気 山 96 田 邉 孝 志

山　﨑　ノブ子 太 田 97 山　﨑　智枝子

仁 保 勝 美 小 倉 76 仁　保　めり子

石 橋 正 彦 早 瀬 78 石 橋 幸 城

上　原　富士雄 佐 田 89 上 原 正 樹

川 﨑 一 男 早 瀬 95 川 崎 幸 弘

高　橋　キヨコ 郷 市 82 高 橋 道 彦

上 村 芳 男 麻 生 86 上 村 啓 治

久　保　キヨ子 新 庄 82 久 保 　 德

清 水 次 男 佐 田 89 清 水 久 男

今　川　カナヱ 松 原 88 今 川 義 己

安 井 宣 夫 河原市 87 安 井 晶 洋

◎おくやみ

こたえ  ◯◯◯◯◯

①

②

③

⑤

⑥

⑧

④

⑦

⑨

⑪★

★

⑩

★

★

★

⑫

－よこカギ－
①昼夜の長さが等しいとされる3月の祝日。
　○○の日。 
② 物のしきりに使う布。劇や芝居の区切り。
③ 婚礼、結婚式を意味する。
④ 滑らかで光沢のある絹織物の一種。
⑤ 布地の原料である糸。
⑦ 運転や製造等、特定の事を許可すること。
⑪ その土地の事情や様子。

－たてカギ－
① 奄美群島で歌われる民謡のこと。
⑥ 人物の居場所や行き先、消息、安否等が不
　 明になっている状態。
⑧ 国同士の対立関係が緊張緩和することを意
　 味するフランス語。
⑨ 演劇や舞踊、音楽等を行うために設けられ
　 た場所･ステージのこと。
⑩ 何が起こるかと前もって知ること。
⑫ 秋から冬にかけて通り雨のように降る雨。

　締切りは、3月10日(水)（消印有効）です。
正解者の中から抽選で5人の方に記念品をお送
りします。
　メールで応募される方は、次のアドレスに送信
してください。
【メールアドレス】
kouhou-mihama@town.fukui-mihama.lg.jp
【QRコード】

●2月号の答え　郷市
●応募者総数は27人で25人が正解でした。
　当選の発表は、記念品の発送をもってかえさせ
　ていただきます。

●応募方法
　★印のマスの文字を並べ替えると土地・地
区・場所の名称ができます。はがきに、答えと
住所、氏名(お便りも大歓迎！)を書いて、
｢広報みはまハートフルクイズ｣係(〒919-1192
美浜町郷市25-25）まで送ってください。

　（ 1歳4ヶ月 )ちゃん

　絵本と人形遊びが大好きなみのり
ちゃん♡最近は、自分でプーさんを
かくして、自分で見つける遊びに夢
中だよ(^^)
　まだまだ怖がりさんだけど、少し
ずつお外でもニコニコできるように
なったね♪4月からの保育園もがんば
ろうね！

実
み の り

乃凜

村田 龍哉さん ･ 由加里さん(佐田)
  の長女

◎ご誕生
氏　名 性別 父・母 住　所

市 川 優
ゆ う と

人 男 　翔太・ひろこ 河原市

田 辺 海
う 　 き

喜 女 幸亮・早苗 早 瀬

德 久 由
ゆ 　 い

依 女 　聡・倫子 佐 田

青 木 雅
が 　 く

來 男 直人・佳世 山 上

山 上 詠
え 　 ま

万 女 憲紹・未花 菅 浜

武 田 結
ゆ 　 い

彩 女 圭司・麻妃 山 上

まちびと まちびと 

※ 氏名に旧字体や俗字等が含まれている場合は、常用漢字で

掲載しております。

氏　名 住　所

田　邉　貴　史　&　(中　村)　有　希 山　上

山　口　　　徹　&　(上　田)　ひとみ 大　藪

◎ご結婚

山
本　

善
昭
（
竹　

波
）

岸
本　

和
子
（
松　

原
）

田
波　

耕　

（
竹　

波
）

松
下　

幸
子
（
久
々
子
）

高
木　

勝
美
（
新　

庄
）

成
田　

和
夫
（
中　

寺
）

川
﨑　

和
美
（
久
々
子
）

三
宅　

宏　

（
大　

藪
）

短　

歌

か
を
り
歌
会
美
浜
支
部

い
つ
し
か
に
青
雲
の
夢
遠
ざ
か
り

　
　
　
　

八や

そ十
の
老
骨
癒
し
愛
し
む

体
操
の
選
手
の
な
せ
る
は
な
れ
技

　
　
　
　

私
の
運
動
お
手
玉
つ
か
み

白
波
を
黄
金
に
染
む
る
冬
の
陽
は

　
　
　
　

燃
ゆ
る
が
ご
と
く
岬
を
越
え
る

離
れ
住
む
息
子
に
電
話
孫
達
の

　
　
　
　

交こ
も

ご
も
語
る
声
の
似
て
お
り

コ
ロ
ナ
禍
の
感
染
止
ま
ず
中
止
な
る

　
　
　
　

伊
勢
の
詣
で
も
今
年
で
途
切
れ

年
賀
状
八
十
路
越
え
て
止
め
よ
う
と

　
　
　
　

思
い
な
が
ら
に
例
年
ど
お
り

講
の
役
受
け
持
つ
兄
は
ひ
た
す
ら
に

　
　
　
　

仲
間
と
と
も
に
段
取
り
を
す
る

こ
こ
ろ
う
つ
鐘
の
音
に
乗
り｢

丑｣

来
る

　
　
　
　

期
待
ふ
く
ら
む
芽
出
し
の
由
来

食事を通して健康づくりを推進している
町食生活改善推進六彩会 会長の

＊六彩会ではどのような活動をしていますか？
　げんげん歩楽寿と連携した料理を地域の方々に紹介して、町民の
皆さんの食生活改善に役立てていただいています。

石丸 紀子　さん ( 山上 )

＊町民の皆さんに伝えたいことはありますか？
　地元の野菜をたくさん食べて、コロナや風邪にも負けない体を

つくりましょう。

総括 ･金ヶ崎の退き口

～撤退戦の真実に迫る～

(107)

↑金ヶ崎城跡の説明板

　

先
ご
ろ
最
終
回
を
迎
え
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大

河
ド
ラ
マ
『
麒
麟
が
く
る
』
で
す
が
、

第
31
回｢

逃
げ
よ
信
長｣

で
は
、
国
吉

城
が
登
場
し
て
話
題
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
回
で
描
か
れ
た｢

金
个
崎
の
退
き

口｣

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
皆
さ
ん
も
よ

く
ご
存
知
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

敦
賀
を
攻
め
た
織
田
信
長
率
い
る
軍

勢
が
い
よ
い
よ
越
前
朝
倉
氏
の
一
乗
谷
に

攻
め
込
も
う
と
し
た
矢
先
、
信
長
は
北

近
江
の
浅
井
長
政
に
嫁
い
で
い
た
妹
の

お
市
の
方
か
ら
送
ら
れ
た
両
端
を
固
く

結
ん
だ
小
豆
袋
を
見
て
、
義
弟
の
裏
切

り
と
自
ら
が
袋
の
ね
ず
み
に
な
っ
た
こ
と

を
悟
り
ま
し
た
。
信
長
は
家
臣
で
あ
る

木
下
藤
吉
郎(

豊
臣
秀
吉)

に
撤
退
の

殿
軍
を
命
じ
、
少
数
で
朽
木
を
抜
け
て

京
に
退
却
し
ま
し
た
。
殿
軍
を
命
じ
ら

れ
た
秀
吉
は
、
追
撃
の
朝
倉
勢
相
手
に

激
し
い
撤
退
戦
を
繰
り
広
げ
、
何
と
か

無
事
に
逃
げ
帰
っ
た
と
い
う
話
で
す
。

　

こ
の
話
は
、
後
に
天
下
統
一
を
果
た

し
た
豊
臣
秀
吉
の
一
代
記
『
太
閤
記
』

に
よ
っ
て
広
ま
っ
た
も
の
で
、
秀
吉
の

活
躍
だ
け
を
大
き
く
誇
張
し
た
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。
で
は
、真
実
の｢

金
个

崎
の
退
き
口｣

は
、
ど
の
よ
う
な
戦
い

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？
当
時
の
史
料

や
地
域
の
伝
承
等
か
ら
、
そ
の
実
態
が

浮
か
び
上
が
っ
て
き
ま
す
。

　

ま
ず
、
小
豆
袋
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
伝

え
る
史
料
は
あ
り
ま
せ
ん
。『
信
長
公
記
』

に
は
、
長
政
の
反
逆
は
情
報
収
集
の
た

め
に
放
っ
た
密
偵
等
が
報
告
し
た
も
の

で
、
信
長
は
当
初
全
く
信
じ
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
幾
つ
も
同
じ
報
告
が
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
よ
う
や
く
撤
退
し
た
と
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
秀
吉
が
殿
軍
を
命
じ
ら
れ

た
と
い
う
の
も
違
い
ま
す
。｢

一
色
藤

長
書
状｣(

『
武
家
雲
箋
』)
に
よ
る
と
、

撤
退
戦
で
は
摂
津
国
守
護
の
池
田
勝
正

や
三
河
の
徳
川
家
康
、
足
利
将
軍
家
に

仕
え
る
明
智
光
秀
等
が
戦
っ
た
と
記
し

て
あ
り
ま
す
。
当
時
、
織
田
家
中
で
も

地
位
の
低
か
っ
た
秀
吉
は
、
撤
退
す
る

織
田
軍
の
後
方
に
い
た
結
果
、
巻
き
込

ま
れ
た
と
い
う
見
方
が
正
し
い
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
し
て
、
撤
退
す
る
織
田
軍
は
一
気

に
京
に
逃
げ
帰
っ
た
の
で
は
な
く
、
朝

倉
攻
め
の
本
陣
と
し
て
健
在
す
る
国
吉

城
を
目
指
し
、
集
結
後
に
整
然
と
京
へ

向
か
っ
た
と
み
ら
れ
ま
す
。
実
際
、
佐

田
周
辺
で
朝
倉
勢
の
追
撃
を
受
け
た
秀

吉
勢
を
徳
川
勢
が
救
っ
た
と
伝
わ
り
ま

す
が(『
東
遷
基
業
』)

、
国
吉
城
よ
り
西

側
に
朝
倉
勢
の
追
撃
が
及
ん
だ
と
い
う

史
料
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
い

え
ば
、
撤
退
戦
か
ら
わ
ず
か
2
カ
月
後
、

姉
川
の
合
戦
で
織
田･

徳
川
連
合
軍
が

浅
井･

朝
倉
連
合
軍
を
討
ち
破
っ
て
い

ま
す
が
、
撤
退
戦
の
犠
牲
が
少
数
だ
っ

た
か
ら
す
ぐ
に
再
戦
で
き
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
？

　

真
実
の
撤
退
戦
は
、
秀
吉
が
活
躍
し

た
激
し
い
も
の
で
は
な
く
、
若
越
国
境

を
挟
む
十
数
キ
ロ
の
間
で
、
池
田
や
徳

川
、
明
智
、
木
下
等
が
共
闘
し
て
国
吉

城
ま
で
撤
退
し
た
戦
い
と
考
え
ら
れ
る

の
で
す
。

︵
若
狭
国
吉
城
歴
史
資
料
館
︶

＊六彩会に入会されたきっかけはなんですか？
　美浜町は、一人あたりの医療費が県内でも高いということを知

り、皆さんの健康づくりのために何かできることはないかと考え

たのがきっかけです。
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人口の動き

■くらしのカレンダー■

●イベント　●健康診査・検診　●子ども行事　●ごみ・資源回収
●行事の予定は、2月 15日現在のものです。一部変更になる場合がありますので事前にご確認ください。
●　　　網かけの日は、役場はお休みです。 
●　　　は古紙回収日、後に続く（　）内は回収地区です。
●休日の当番医に関するお問い合わせ先　 町役場 ☎32-1111（代表）　美浜消防署 ☎32-1190

古紙

(東地区)古紙

(耳地区:河原市･南市･栄区を除く)古紙

(北･南地区)古紙

(河原市･南市･栄区)古紙

令和 3 年3月

15（月）

16（火）

14（日）

13（土）

12（金）

11（木）

10（水）

9（火）

8（月）
7（日）
6（土）
5（金）
4（木）
3（水）

27（土）

26（金）

25（木）

24（水）

23（火）

21（日）

22（月）

20（土）

19（金）

18（木）

17（水）1（月）

2（火）

28（日)

31（水）

29（月）

30（火）

　

1
月
の
大
雪
以
降
、大
き
な
降
雪
も
な
く
落

ち
着
い
た
日
が
続
い
て
い
ま
す
。春
が
近
づ
い

て
き
て
、暖
か
い
日
が
続
く
こ
と
も
増
え
て
い

ま
す
が
、寒
い
日
も
急
に
や
っ
て
き
ま
す
。寒
暖

差
で
体
調
を
崩
さ
な
い
よ
う
、各
自
で
し
っ
か

り
体
調
管
理
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

今
月
は
、空
家
に
つ
い
て
取
り
上
げ
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。全
国
的
に
大
き
な
問
題
と

な
っ
て
い
る
空
家
の
管
理
。所
有
者
の
方
が
空

家
の
管
理
を
放
棄
し
て
し
ま
う
と
、家
屋
の
劣

化
は
一
気
に
進
ん
で
し
ま
い
ま
す
。空
家
の
管

理
は
所
有
者
の
責
任
で
す
。

　

今
後
は
、高
齢
化
に
伴
い
空
家
の
所
有
者
に

な
る
方
も
増
え
て
く
る
と
思
い
ま
す
が
、行
政

の
支
援
等
も
活
用
し
つ
つ
空
家
の
適
正
な
管

理
を
お
願
い
し
ま
す
。（
規
）

▽
表
紙
の
写
真

　

2
月
2
日
に
、子
ど
も
・
子
育
て
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
節
分
会
の
様
子
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、節
分
に
関
す
る
紙
芝
居
や

歌
を
楽
し
ん
だ
後
、職
員
が
扮
す
る
鬼
に
向
か

っ
て
、豆
に
見
立
て
て
丸
め
た
新
聞
紙
を
投
げ

つ
け
て
い
ま
し
た
。

令和3年2月1日現在

人口総数
    9,266人
男 4,549人
女 4,717人

前月比
（－16）
（－  9）
（－  7）

世帯数
  3,681世帯 (－  8)

卒業式(美浜西小学校･美浜中央小学校･

　　　　　　　　　　　　　　　美浜東小学校)

春分の日

10:00～春のきいぱすまつり(きいぱす)

第16回全国中学校選抜ボート大会

　　　　　(県立久々子湖ボートコース)～21日

14:30～｢神田伯山 独演会｣(なびあす)

13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)

13:15～1歳6か月児健診(はあとぴあ)

13:30～離乳食講習会(はあとぴあ)

  8:30～ごみ(可燃･生･不燃･資源)休日受入

　　　　　　　　　　   (～12:00 エコクル美方)

13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)

13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)
13:30～｢心の相談室｣※障がい者(児)相談
　　　　　　　　　　　　　(はあとぴあ)

  9:30～保育園開放(あおなみ保育園)

  9:30～保育園開放(せせらぎ保育園)
13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)
13:00～司法書士法律相談(はあとぴあ)

  9:30～保育園開放(みずうみ保育園)

卒業式(美浜中学校)
10:00～ミニさくらんぼ(佐田公民館)

  8:30～ごみ(可燃･生･不燃･資源)休日受入
　　　　　　　　　　   (～12:00 エコクル美方)
14:00～ポルタDe’ファツィオリ
　　　　｢ファイナルコンサート｣(なびあす)

13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)
13:00～弁護士法律相談(はあとぴあ)
13:30～｢心の相談室｣※障がい者(児)相談
　　　　　　　　　　　　　(はあとぴあ)
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